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表紙

つくば唄眉の顕微鏡写真:正月気分もさめやらぬ1996

年1月7目の夕方4時20分ごろ,茨城県南都の筑波研

究学園都市地区に,碩石が｢明石シャワｰ｣として落下

した､地質調査所では,直ちに広く限石捜索の呼び掛け

を行い,三の結果2月中旬までに約8009の明石を確認

することができた､この明石は,結晶度の高いブロック

と細粒の基質から成る,角れき岩の組織を持つ球粒明石

である表紙にホすのは,rつくば明石7号｣の薄片の

顕微鏡享真であり,7号はブロックの部分のみから成

る･写真で明るくみえるのは珪酸塩鉱物(主にかんらん

石と斜方輝石),黒く且える部分は鉄ニッケル合金であ

る.鉄ニッケル合金が馬い割合で含まれることは,つく

嘆明石の特徴の一つである.写真から明らかなように,

フロックは全体が再結晶しており,球粒の組織は辛うじ

てわかる程度にしか保存されていない.細粒の基質の部

分は,ブロックよ2も再結晶が進んでいない.基質とブ

ロックの再結晶度が異なることも,この明石のもう一つ
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